
（単位：円）
予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B) 備考

介護保険事業収入 445,000,000 441,412,087 -3,857,913
受取利息配当金収入 1,026 1,026
その他の収入 300,000 1,851,200 1,551,200

事業活動収入計(１) 445,300,000 443,264,313 -2,035,687
人件費支出 260,000,000 288,059,097 -28,059,097
事業費支出 76,400,000 67,550,145 8,849,855
事務費支出 57,800,000 57,727,001 72,999
支払利息支出 14,873,000 3,911,117 10,961,883
その他の支出 2,152,464 -2,152,464

事業活動支出計(２) 409,073,000 419,399,824 -10,326,824
36,227,000 23,864,489 -12,362,511

施設整備等補助金収入
施設整備等寄附金収入
設備資金借入金収入
固定資産売却収入
その他の施設整備等による収入

施設整備等収入計(４) 0 0 0
設備資金借入金元金償還支出 33,948,000 33,948,000
固定資産取得支出
固定資産除却・廃棄支出
ファイナンス・リース債務の返済支出 5,020,000 5,018,580 1,420
その他の施設整備等による支出

施設整備等支出計(５) 38,968,000 38,966,580 1,420
-36,968,000 -38,966,580 1,420

長期運営資金借入金元金償還寄附金収入
長期運営資金借入金収入
長期貸付金回収収入
投資有価証券売却収入
積立資産取崩収入
その他の活動による収入

その他の活動収入計(７) 0 0 0
長期運営資金借入金元金償還支出 5,700,000 5,700,000
長期貸付金支出
投資有価証券取得支出
積立資産支出
その他の活動による支出

その他の活動支出計(８) 5,700,000 5,700,000
-5,700,000 -5,700,000

-8,441,000 -20,802,091 -12,361,091

8,197,795 8,197,795
-8,441,000 -12,604,296 -4,163,296

第1号の1様式
資金収支計算書

（自）平成27年4月1日　（至）平成28年3月31日

勘定科目

※財務諸表の第１号の１～３様式、第２号の１～３様式は、勘定科目の大区分のみを記載するが、必要のないものは省略することができる。
ただし追加・修正はできないものとする。財務諸表の第１号の４様式、第２号の４様式は、勘定科目の小区分までを記載し、必要のない勘定
科目は省略できるものとする。また、第３号の１～４様式は、勘定科目の中区分までを記載し、必要のない中区分の勘定科目は省略できるも
のとする。
※会計基準の別紙３、別紙４については、勘定科目の小区分までを記載し、必要のない勘定科目は省略できるものとする。
※勘定科目の中区分についてはやむを得ない場合、小区分については適当な科目を追加できるものとする。なお、小区分を更に区分する必要
がある場合には、小区分の下に適当な科目を設けて処理することができるものとする。
※「水道光熱費（支出）」、「燃料費（支出）」、「賃借料（支出）」、「保険料（支出）」については原則、事業費（支出）のみに計上で
きる。ただし、措置費、保育所運営費の弾力運用が認められないケースでは、事業費（支出）、事務費（支出）の双方に計上するものとする
。
※財務諸表の様式又は運用指針Ⅰ別添３に規定されている勘定科目においても、該当する取引が制度上認められていない事業種別では当該勘
定科目を使用することができないものとする。
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　事業活動資金収支差額(３)=(１)－(２)
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　施設整備等資金収支差額(６)=(４)－(５)

　当期資金収支差額合計(11)=(３)+(６)+(９)－(10)

　前期末支払資金残高(12)
　当期末支払資金残高(11)＋(12)

（注）予備費支出△×××円は○○支出に充当使用した額である。

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

支
出

　その他の活動資金収支差額(９)=(７)－(８)
　予備費支出(10)


